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ＡＰＥＣ横浜開催に向けた準備状況について 

 

１ 横浜開催の概要 

（１）スケジュール 

  平成 22 年（2010 年）11 月                 

 7（日） 8（月） 9（火） 10（水） 11（木） 12（金） 13（土） 14（日）

 

 最終高級実務者会合 
 

 
閣僚（外務・経産）会議  首脳会議 

  
ＡＢＡＣ※実務者会合 

中小企業

サミット
ＣＥＯサミット 

 

〔経済界の会議日程は想定〕 
※ ＡＢＡＣ：ＡＰＥＣビジネス諮問委員会(APEC Business Advisory Council)。ビジネス

部門の優先事項等について、毎年、首脳会議に提言を行っている。我が国では、
経団連、日商等の支援のもと、ＡＢＡＣ日本支援協議会が活動を推進 

 

 

（２）会場計画 
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横浜市地形図複製承認番号横浜市地形図複製承認番号 平平2222建都計第建都計第90079007号号

会議ｾﾝﾀｰ

政府系会議：パシフィコ横浜
国際ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ： 同 展示ホール
経済界会議：未定

パシフィコ横浜
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２ 本市の取組の状況 

（１）基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主な取組 

ア 横浜開催を支援するための取組 

（ア）地元対応  

・みなとみらい 21 地区のマンションに対する情報提供のチラシ全戸配付 

・みなとみらい地区の事業者等を対象とした説明会の開催 

・会議開催情報の随時提供、警備に伴う影響を軽減するための「住民・車両確認カード」

の発行 

（イ）市管理施設の改修･警備強化  

・会場周辺の港湾施設の改修、放置自転車対策 

・周辺道路への車止め設置、本市施設での巡回警備の強化 

（ウ）危機管理・医療対応  

・「2010 年日本ＡＰＥＣ横浜市警戒本部」（庁内）の設置、関連区局の危機管理計画作成 

・災害・救急医療体制の確立 

 

 

 

 

（3つの基本姿勢） 

 

横 浜 開 催 を 意 義 あ る も の と す る た め の 取 組  

会議関係者を対象とした

視察プログラムや会場内

への PR ブースの設置等

により、横浜の魅力を国

内外にアピール 

 

おもてなし

 

 

 親しむ 

 

 

アピール 

横浜のホスピタリティを発揮し

た、街の装飾や美化、ボランティ

アによる会議関係者への支援

広報やイベントなどを通じ

て、市民に広く周知するとと

もに、参加国・地域に対す

る関心・理解を深める機会

を創出 

   

会場周辺の地元住民･事業者等をはじめ、市民や関係者の会議開催に対する理解と協力を得られるよう 

必要な取組を実施。また、会場周辺の安全対策等を行い、会議を安全かつ円滑に開催できる環境を整備。 

 
地元対応 危機管理･医療対応 市管理施設の改修・警備強化 

A P E C 横 浜 開 催 を 支 援 す る た め の 取 組  
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イ ＡＰＥＣ横浜開催を意義あるものとするための取組 

（ア）おもてなし  

①ボランティアによる案内 

・「ＡＰＥＣ横浜開催市民サポーター」の募集 

・「横浜コンベンションサポーター」「2002 ワールドカップ横浜ボランティアの会」と

ともに、会議関係者への観光・交通等の案内 

②市民参加による「おもてなし作品」の制作 

・市内各地域でのワークショップで制作（７月～９月） 

③街の美化イベント 

・市民参加による会議場周辺の清掃活動（10 月） 

④街の歓迎装飾 

・会議場周辺を中心にバナーフラッグ、横断幕・懸垂幕等で装飾 

 

（イ）アピール  

①視察プログラム 

・経済界・メディア関係者を中心とした会議関係者向けの視察プログラムの実施 

②地元ＰＲブース 

・環境や水ビジネスなど、横浜の先進施策や観光等の魅力を発信するＰＲブースを国

際メディアセンター内に設置 

③会議・レセプション等でのＰＲプレゼンテーション 

・横浜の魅力をアピールするため様々な機会を捉えて実施 

④横浜ＰＲキットの配布 

・横浜の魅力を伝える観光マップ、飲食店ガイド等の配布 

 

（ウ）親しむ  

①様々な広報・ＰＲ 

・ＡＰＥＣ横浜開催を周知するため、「広報よこはま」やポスター、リーフレット、ラ

ジオ、民間情報誌などを活用した様々な広報の展開 

・ウェブサイトによる会議開催情報、イベント情報などの発信 

・民間事業者等のＡＰＥＣ関連企画・イベントを一体的に広報・ＰＲするＡＰＥＣ横浜

開催記念キャンペーン（9月～10 月）の実施 

②市内小学校とＡＰＥＣ参加国・地域との交流 

・ＡＰＥＣ参加国・地域関係者の市内小学校（20 校程度）の訪問・交流 

③ＡＰＥＣ開催記念イベント 

・ＡＰＥＣや参加国・地域の紹介、おもてなし作品の展示等（10 月初旬赤レンガ倉庫） 

④既存イベントとの連携 

・市内の既存イベント（ザよこはまパレード、横浜開港祭など）と連携した APEC 横浜

開催の PR 
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【 参 考 】ＡＰＥＣの概要 

 

１ ＡＰＥＣ（アジア太平洋経済協力）について 

（1） アジア太平洋地域の持続可能な発展を目的とした、21 か国･地域が参加するフォーラム（Ｇ

８サミット同様に世界から注目される最大規模の国際会議） 

（2） 域内の貿易･投資の自由化･円滑化、経済･技術協力を主要な活動とし、最近では環境問題

やテロ対策が、主要な課題として定着 

（3） 昨年の開催国はシンガポール。2010 年の日本開催は、1995 年の大阪以来２回目 

 

２ メンバー 

オーストラリア、ブルネイ、カナダ、チリ、中国、中国香港、インドネシア、日本、韓国、

マレーシア、メキシコ、ニュージーランド、パプアニューギニア、ペルー、フィリピン、ロ

シア、シンガポール、チャイニーズ･タイペイ、タイ、米国、ベトナム （21 の国･地域） 

 

３ 会議参加者数（想定） 

   約 8,000 人（国関係 3,000、経済界 1,000、メディア関係 4,000） 

 






